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   Ｂ０１Ｊ  35/04     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  29/76     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  53/94     (2006.01)
   Ｆ０１Ｎ   3/022    (2006.01)
   Ｆ０１Ｎ   3/035    (2006.01)
   Ｆ０１Ｎ   3/28     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｊ   35/04     ３０１Ｅ
   Ｂ０１Ｊ   29/76     ＺＡＢＡ
   Ｂ０１Ｄ   53/94     ２２２　
   Ｆ０１Ｎ    3/022    　　　Ｃ
   Ｆ０１Ｎ    3/035    　　　Ａ
   Ｆ０１Ｎ    3/28     ３０１Ｐ

【手続補正書】
【提出日】平成30年7月4日(2018.7.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の端面から第２の端面へと軸方向に延びるチャネルを形成する交差壁、及び
　前記第１の端面における前記チャネルの第１の部分及び前記第２の端面における前記チ
ャネルの第２の部分のうち少なくとも一方を封止するための活性プラグと、
を備え、各活性プラグが、
　第１の活性成分を含み、該第１の活性成分が前記プラグ構造の触媒活性成分及び化学活
性成分のうち少なくとも１つを含み、前記交差壁が前記第１の活性成分を含まない
ことを特徴とする、多孔質セラミックハニカム体。
【請求項２】
　前記交差壁が、触媒活性成分及び化学活性成分のうち少なくとも１つを含む第２の活性
成分を含み、
　前記第２の活性成分が、壁面上に配置されている、前記壁の細孔内に配置されている、
及び前記壁の構造全体に配置されている、のうち少なくとも１つである
ことを特徴とする、請求項１に記載の多孔質セラミックハニカム体。
【請求項３】
　各プラグが、前記交差壁と接触して配置された第１の層と、前記交差壁から各チャネル
の軸心の方向に内側に前記第１の層上に配置された第２の層とを含み、前記第１の層及び
前記第２の層のうち少なくとも一方が前記第１の活性成分を含むことを特徴とする、請求
項１又は２に記載の多孔質セラミックハニカム体。



(2) JP 2017-527437 A5 2018.8.16

【請求項４】
　前記第１の端面がフィルタ入口を有し、前記第２の端面がフィルタ出口を有し、
　前記第１の活性成分が複数の活性成分を含み、該複数の活性成分が、
　第１の温度範囲において活性な、前記入口端における第１の温度活性成分と、第２の温
度範囲において活性な、前記出口端における第２の温度活性成分；及び／又は
　第１の温度範囲において活性な、前記入口端におけるチャネルの第１の群内の第１の温
度活性成分と、第２の温度範囲において活性な、前記入口端におけるチャネルの第２の群
内の第２の温度活性成分
を含み、
　前記第１の温度範囲が前記第２の温度範囲の下限より低い下限を有し、かつ、前記第２
の温度範囲が前記第１の温度範囲の上限より高い上限を有する、
ことを特徴とする、請求項１～３のいずれか一項に記載の多孔質セラミックハニカム体。
【請求項５】
　第１の端面から第２の端面へと軸方向に延びるチャネルを形成する交差壁を備えた多孔
質セラミックハニカム体を施栓する方法であって、
　前記ハニカム体に組成物を施して活性プラグを形成する工程を備え、前記組成物が、
　　活性成分；
　　粒径分布を有する耐火性フィラー；
　　有機結合剤；
　　無機結合剤；及び
　　液体ビヒクル；
を含み、
　前記活性成分が触媒活性成分及び化学活性成分のうち少なくとも１つを含み、
　前記交差壁が前記活性成分を含まない
ことを特徴とする、方法。
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